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論文内容の要旨

癌研究に代表される生存時間研究の実地の場では、死亡のリスクに関与する予後因子を探索・評価することが、患

者に効果的な治療を効率よく施すという見地から非常に重要である。従来、このような予後因子の探索・評価には、

比例ノ\ザード・モデルが汎用されてきたが、樹木構造接近法は、モデ、ルに課される仮定や制約を殆ど必要とせず、し

かも結果が視覚的に表現できることから、近年、生存時間解析の場で積極的に用いられる傾向にある。

生存時間解析の場における樹木構造接近法として、従来から 2分岐法が適用されているが、多分岐法は提案されて

いない。実際に、生存時間解析の場で 2 分岐法のみによって予後因子を探索し、その結果を解釈することには予後因

子の多様な可能性を表現するのに難がある。また、 2 分岐法の結果の妥当性を診断するのに多分岐法が必要である。

本稿では、このような状況に鑑み、生存時間解析の場面での多分岐法を開発する。

本論文では、最初に生存時間解析における中途打ち切りデータと生存率推定の方法を述べ、予後因子探索のための

比例ハザード・モデ、ルを紹介する。比例ハザード性を点検する方法として、対数累積ハザードプロットを紹介し、比

例ハザード性を満たしていない共変量に比例ハザード・モデルをあてはめることの危慎と対処を論じる。また、ここ

で用いるデータについてその収集された経緯と目標を与える。

次に、樹木構造接近法の概念を説明し、その開発の経緯を概括する。また、樹木構造接近法の特徴と適用範囲を明

確にするために、樹木構造接近法を 6 種の特徴で類型化し、代表的な方法について各類型に対応づける。とくに、 CART、

AID、 CHAID、 CRUISE の諸法について、その概要とアルゴリズムを紹介し、数値例でその特徴を具体的に明示す

る。

予後因子の探索における樹木構造接近法について、 2 分岐法の概要を論じ、 RECPAM 法と 2標本順位検定統計量

を利用する方法を提示する。これらの方法について、いくつかの事例を紹介し、 2 分岐法における問題点と多分岐法

の位置づけに言及する。

多分岐法における分岐評価基準として採用した一般化Kruskal-Wallis 検定統計量の概要と多分岐アルゴリズムを

提示し、多分岐法におけるいくつかの留意点を述べる。 2分岐法で評価した事例を多分岐法で再解析し、その結果を

2 分岐法の結果と比較する。さらに、シミュレーションによって多分岐法と 2 分岐法の特徴を評価する。このとき、

生存時間研究の特殊性、すなわち、中途打ち切り観測値を考慮、してシミュレーションを実施する。その結果、多分岐



法は 2 分岐法の代替およびその妥当性評価に有用であることを示す。

最後に、本論文で研究・開発した多分岐法の残された問題点について触れ、今後の研究方向について述べる。

論文審査の結果の要旨

癌研究に代表される生存時間研究の実地の場では、死亡のリスクに関与する予後因子を探索・評価することが、患

者に効果的な治療を効率よく施すとしづ見地から非常に重要である。従来、このような予後因子の探索・評価には、

比例ハザード・モデルが汎用されてきたが、樹木構造接近法は、モデルに課される仮定や制約を殆ど必要とせず、し

かも結果が視覚的に表現で、きることから、近年、生存時間解析の場で積極的に用いられる傾向にある。

生存時間解析の場における樹木構造接近法として、従来から 2分岐法が適用されているが、多分岐法は提案されて

いない。実際に、生存時間解析の場で 2分岐法のみによって予後因子を探索し、その結果を解釈することには予後因

子の多様な可能性を表現するのに難がある。また、 2 分岐法の結果の妥当性を診断するのに多分岐法が必要である。

本稿では、このような状況に鑑み、生存時間解析の場面での多分岐法を開発する。

本論文では、最初に生存時間解析における中途打ち切りデータと生存率推定の方法を述べ、予後因子探索のための

比例ノ、ザード・モデ、ルを紹介する。比例ハザード性を点検する方法として、対数累積ハザードプロットを紹介し、比

例ハザード性を満たしていない共変量に比例ハザード・モデルをあてはめることの危倶と対処を論じる。また、ここ

で用いるデータについてその収集された経緯と目標を与える。

次に、樹木構造接近法の概念を説明し、その開発の経緯を概括する。また。樹木構造接近法の特徴と適用範囲を明

確にするために、樹木構造接近法を 6 種の特徴で類型化し、代表的な方法について各類型に対応づける。とくに、 CART、

AID、 CHAID、 CRUISE の諸法について、その概要とアルゴリズムを紹介し、数値例で、その特徴を具体的に明示す

る。

予後因子の探索における樹木構造接近法について、 2 分岐法の概要を論じ、 RECPAM 法と 2標本順位検定統計量

を利用する方法を提示する。これらの方法について、いくつかの事例を紹介し、 2 分岐法における問題点と多分岐法

の位置づけに言及する。

多分岐法における分岐評価基準として採用した一般化Kruskal-Wallis 検定統計量の槻要と多分岐アルゴ、リズムを

提示し、多分岐法におけるいくつかの留意点を述べる。 2 分岐法で評価した事例を多分岐法で再解析し、その結果を

2 分岐法の結果と比較する。さらに、シミュレーションによって多分岐法と 2 分岐法の特徴を評価する。このとき、

生存時間研究の特殊性、すなわち、中途打ち切り観測値を考慮、してシミュレーションを実施する。その結果、多分岐

法は 2 分岐法の代替およびその妥当性評価に有用であることを示す。

最後に、本論文で研究・開発した多分岐法の残された問題点について触れ、今後の研究方向について述べる。

ここで提示された諸種の統計的方法論はいずれも、実地を意識した形式で展開が諮られている点で、相当に魅力的

であり、広範な適用可能性を秘めている。よって本論文を博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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